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　この認証制度では、真 摯 かつ継続
し

的に消防団活動に取り組み、地域社
会に貢献した大学生などに、市がそ
の功績を認めて証明書を交付します。
　就職活動時に、この証明書を企業
に提出することで自己ＰＲに活用で
きます。
　また、採用にあたる企業の皆さん
は、積極的な評価をお願いします。
問合先　地域安全課防災消防係（☎
０４２−３８７−９８０７）

学生消防団
活動認証制度を

開始

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
に
協
働

２９

事
業
提
案
制
度
に
よ
り
実
施
す
る

事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
市
と

一
緒
に
行
い
た
い
事
業
が
あ
る
団

体
は
、
必
ず
募
集
要
項
を
確
認
の

う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
相
談
期
間　
　

月　

日（
月
）

１１

２１

〜　

月　

日
（
火
）

１２

１３

提
案
書
提
出
期
間　
　

月　

日

１１

２１

（
月
）
〜　

月　

日
（
金
）

１２

１６

応
募
で
き
る
団
体　

市
内
に
活
動

拠
点
を
も
つ
５
人
以
上
で
構
成
さ

れ
た
市
民
活
動
団
体
等

対
象
事
業　

平
成　

年
３
月
ま
で

３０

に
実
施
す
る
公
共
的
な
課
題
を
解

決
す
る
事
業
（
市
の
補
助
は　

万
５０

円
ま
で
希
望
で
き
ま
す
）

審
査
方
法　

書
類
審
査
、
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査

募
集
要
項
配
布
場
所　
　

月　

日

１１

１６

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
、
市

民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室

（
本
町
５
儿　

儿　

社
会
福
祉
協

３６

１７

議
会
内
）で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

事
前
相
談
が
必
須
の
た

め
、
初
め
に
市
民
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
準
備
室
で
予
約
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

▽
事
前
相
談
に
つ
い
て

＝
市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備

室
（
☎　

儿　

儿
７
７
６
７
）
▽

０４２

３８５

制
度
に
つ
い
て
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
課
文
化
推
進
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
９
２
３
）

 　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

運
営
に
関
し
て
、
市
長
か
ら
の
諮

問
等
を
審
議
す
る
た
め
に
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、
被
保
険
者
、
保

険
医
、
保
険
薬
剤
師
、
公
益
お
よ

び
被
用
者
保
険
等
保
険
者
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
人
（
選
考
）

対　

象　

平
成　

年
１
月
１
日
現

２９

在　

歳
以
上
で
、
市
の
国
民
健
康

２０
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
運
営 

協
議
会
委
員
募
集

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
付
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
付

属
機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ

に
限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

平
成　

年
１
月
１
日
〜

２９

平
成　

年　

月　

日

３０

１２

３１

※　

開
催
頻
度
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
方
法　
　

月
２
日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
小
論
文
（
千
字
以
内
・

課
題
＝
「
国
民
健
康
保
険
の
制
度

に
つ
い
て
」
）・
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
保
険
年
金
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
３ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８４

２
５
２
４
）

 　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
な
ら
び
に
「
都
民

の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
廃
棄

物
の
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

芋
煮
会
等
を
開
催
す
る
際
は
、

事
前
に
周
知
す
る
な
ど
近
隣
へ
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

な
お
、
枝
木
・
雑
草
・
落
ち
葉

FAX

廃
棄
物
の
野
外
焼
却

（
野
焼
き
）
は
禁
止

は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
た
め
、
申
し
込
み
に
よ
り
無
料

で
回
収
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

▽
野
焼
き
に
つ
い
て
＝

環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
１
７
）
▽
回
収
に
つ
い
て

＝
粗
大
・
枝
木
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
９
８
２
９
）

０４２

３８７

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
整
備

事
業
の
環
境
影
響
評
価
書

の
閲
覧

市
で
構
成
し
て
い
る
浅
川
清
流
環

境
組
合
が
作
成
し
た
、
新
可
燃
ご

み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
書
の
閲
覧
を
行
い
ま

す
。

期　

間　
　

月　

日
（
月
）
〜　

１１

２１

１２

月
５
日
（
月
）
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
４
時　

分
（
土
曜
・
日
曜
・

３０

祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

ご
み
対
策
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
）

問
合
先　

ご
み
処
理
施
設
担
当

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
４
）

０４２

３８７

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

下水道課業務設備係
（☎０４２−３８７−９８２８）下水道使用料に関する協議市役所本庁舎３

階第一会議室
１１月２２日（火）
１３：３０〜下水道使用料審議会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）小金井市の教育について　ほか市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１１月２２日（火）
１６：００〜第１回総合教育会議

介護福祉課介護保険係
（☎０４２−３８７−９８２２）計画策定に係る各種調査について商工会館２階大

会議室
１１月２４日（木）
１４：００〜

介護保険運営協議会計画
策定に関する専門委員会

企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

（仮称）第５次男女共同参画行動計
画の策定について、男女共同参画施
策の推進について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１１月２４日（木）
１５：００〜

男女平等推進審議会
（※）

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）市民参加条例の運用状況等について前原暫定集会施

設２階Ｂ会議室
１１月２５日（金）
１９：００〜第４６回市民参加推進会議

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立保育園の現状確認と保護者が求
める事業について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１１月２６日（土）
１５：３０〜

公立保育園運営協議会
（※）

経済課消費生活係
（☎０４２−３８７−９８３１）

これからの消費者行政の在り方につ
いて

前原暫定集会施
設１階A会議室

１１月２９日（火）
１４：００〜消費生活審議会

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）清掃関連施設整備基本計画について市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１２月５日（月）
１８：００〜

清掃関連施設整備基本計
画検討会議

平
成

年
度
実

平
成　

年
度
実
施施

２９２９

協
働
事
業
提
案
制
度

協
働
事
業
提
案
制
度
のの

提
案
を
募

提
案
を
募
集集

　日ごろから、ごみの減量と資源化の推進にご協力いただきましてありがとう
ございます。落ち葉や 剪 定枝の排出が増える時期です。市では、家庭で剪定し

せん

た枝木・雑草類・落ち葉を、申込制により、無料で回収しています。
出し方　渇枝木は長さ１ｍ以内で、１本の太さ１５㎝以内の枝をひもでくくり、
直径３０㎝以内の束にする。渇落ち葉・雑草・生け垣などを剪定した葉っぱは、
透明または半透明の４５ℓ以内の袋に入れる。
申込先　枝木・粗大受付センター（☎０４２−３８７−９８２９ ０４２−３８７−０４４４）
※　２袋までの落ち葉のみ、申し込み不要で燃やすごみの日に出すこともできま
す。

　回収した枝木等は、チップ化され、 堆 肥等に資源化しています。燃やすごみ
たい

の減量・資源化の推進のため、剪定枝等の回収にご協力をお願いします。
【９月分のごみ排出量報告】
　９月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２７５.５ｇとなり、目標値
（２７８.６ｇ）を３.１ｇ下回りました。
問合先　ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）

FAX

○１８９

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 283.8 278.6 5.2

武蔵小金井 東小金井

9月 目標量 増減量

市内全域

275.5 278.6 △3.1

増減量9月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 28.3 34.0 △5.7
目標量 増減量9月

月・水・木・土地区 267.9 278.6 △10.7 やった
減量成功

目標より
増えちゃった

　

早
い
も
の
で
年
の
瀬
が
間

近
、
寒
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
健
康
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
風
邪
な
ど
を
ひ
か
な
い
よ

う
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
小
金
井
市
に
は
世
界

に
誇
れ
る
環
境
保
全
施
策
と
し

て
、
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
事
業

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
下

水
や
野
川
の
枯
渇
等
の
環
境
問

題
に
取
り
組
む
市
民
や
ま
ち
の

下
水
道
事
業
者
の
皆
様
が
行
政

と
連
携
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

昭
和　

年
９
月
、
野
川
の
清

６３

流
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
流

域
の
広
域
的
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
中
、
小
金
井
市
特
有

の
新
基
準
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和　

年
９
月
前
に
排
水

６３

設
備
の
届
出
が
あ
っ
た
個
人
所

有
の
建
物
に
雨
水
浸
透
ま
す
を

設
置
す
る
場
合
、
設
置
工
事
費

を
助
成
し
て
お
り
、
同
時
期
以

後
の
建
物
は
所
有
者
の
方
々
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
全

て
に
雨
水
浸
透
ま
す
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
３
月　

日
現
在
の
設

３１

置
率
は　

・
６
％
、
設
置
数
は

６１

７
万
１
千　

個
に
及
び
ま
し

９４８

た
。
こ
の
設
置
率
は
世
界
一
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成　
２７

年
の
雨
量
を
も
と
に
、
こ
の
設

置
状
況
で
１
年
間
に
ど
の
く
ら

い
の
雨
が
地
下
に
浸
透
す
る
の

か
を
担
当
課
で
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
浸
透
総
量
は
東
京
ド
ー
ム

１
・
８
杯
分
の　

万
４
千　

立

２２６

６０６

方
㍍
と
な
り
ま
し
た
。
全
降
雨

量
の　

・
３
％
が
浸
透
処
理
さ

１３

れ
る
と
の
試
算
結
果
も
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

こ
れ
ま
で
に
「
毎
日
・
地
方
自

治
大
賞
」
「
環
境
賞
」
「
日
本

水
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
数

々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
に
は
雨
水
浸
透
ま
す

の
設
置
モ
デ
ル
が
あ
り
、
視
察

に
訪
れ
る
方
等
に
も
よ
く
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
日

は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
創
設
者
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
氏
の 
曾 ひ

 
甥 
で
、
元
ノ
ー
ベ
ル
財
団
理
事

お
い長

の
マ
イ
ケ
ル
・
ノ
ー
ベ
ル
さ

ん
も
視
察
し
、
大
変
感
心
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ

ん
の
自
宅
の
雨
水
浸
透
ま
す
の

中
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。小

金
井
市
長

こ
が
ね
い
未
来
通
信

こ
が
ね
い
未
来
通
信
4


